









































六角恒広(1959)は「日清字音鑑」 は視話法を基礎にして、 日本語の仮名 を主体としその
仮名 に若干の記号を加えて表記したと述べた。村上孫英(1966)は片仮名表記は視話法を応




関係が なく、「視話法ノ原理」 に照らした程度にとどまると指摘した。また、 表記法におい
ては完全な仮名の羅列ではなく、 さら に記号・合字の新作 を通してより適切に表現しようと
している点を評価した。




n韻尾は、すべて「fan 返 ファン」のように撥音「ン」 で表記される。 一方、ng韻尾は、
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書 名 II若者 捻行年n 癸行名（所） n " 
英清会話独案内 田中正19ら 1111治1呼7月 昇栄炊 ンン
英和支9996牛U在 JII閣来 明治1眸8)1 岩薦況太郎 ンン
8洟英lfi言合1!l. 兵大五郎、 鄭水邦 刷治21年12月 鄭永慶 スン
支郡96独習書 ・ ”―“ 谷信近 111J治22年5月 支95紺独習学校 ンン
豆Ill豆g1印集 ・ 支I�官“想（河阪） 広邪精 ljl)泊25年5月 青山立書” ンン
絶訳亜紺亜目1い集・支,m詣部（再版） 広純精 l]I)治25年6月 冑山立書” ンン
日清会話自在 沼田正宜 朋治2眸6月 法木書店 ンン
実用支郎籍・正鸞 中日謹古 朋泊切年7月 尚武牛校編纂節 ンン
支那IIHII!覧·!II- 加藤〇窪 町泊”年8月 松沢肛＝ ンン
8清会話 参は本郎 町泊”年8月 参謀＊糀 ヌン
兵妥支IIIt 近衛歩兵術l派団 朋治切年8月 東其曹氏 ，，ン
兵妻文耶1n（増訂2版） 近衛歩兵筍l放口l 町泊切年8月 東邦會粽 ンン
清国m情探検凩 宮内g＝郎 期泊”年9/l 東闊文 ンン
独1'78清対話復往 庄邦a （矯彰械） 朋治”年9月 埠鈴堂 ンン
兵り要I&· B清会9& 神代1f." 朗治”年II月 樟Itll!3 ンン
Cf.In須知 松永清 朋治28年1月 ル1ll吟各 ンン
軍川直実会話n在・支郎I�独案内 星文山人 1j1]治年4 I) 柏阻政次郎 ンン
洟話1111芥篇 円IlI真逸 朋治為年5月 円山只逸 ンン
支郎lfi自在 豊国義享 明治蕊年5月 編子吼会 ンン
支胚111部会話 小倉錦太． 金沢伐111. 朋治碑9月 博文舘 ンン
支郎升速知 張廷店 朋治32年6Il 曹隣書院 ンヌ
支月915独召曹 宮島大Jし 朋治辿9月 笞日書茫 ンヌ
支郎Ill'や校綱親鯰（筍1サー灼7サ） れ田清哉 朋治刃年5月～明治35年2月 苔隣書た ンヌ
支991引助辞m法 青初惰恒 朋泊35年2n 文）R炊 ンヌ
清話教科書・並続編（増訂版） 西島Q爾 ljJ]治35年7月 石塩杖刃 ヌン
支那Itg在 金井保三 朋治35年9月 勧牛会 ヌン
和文対熙 ・ 支95書輪文 中烏庄太郎 明治お年1月 飲英父 ヌン
日清会話篇 松永清 明治お年511 阿文社 ンン
祈囮中的清1n1"↓書 西鳥g爾、林違ilt 明治”年3JJ 石塩松冥文 ンヌ
災mBi'会話独修 鈴木雲峰 明治37年5/1 修牛双 ヌン
北京U話・支95籍復径 足立忠八郎 明治37年5/l 金引芳流女 ヌン
清96会話遠成 東洋牛会 明泊37年7月 又nnt11J11窯 ヌン
日清会話独冒 山P辰蔵 明治37年7 JI 東苫岱 ヌン
北双官話・災月18清会話 足立忠八郎 明治”年8月 金剌')'jill!文 ヌン
日清露会話 粕谷元、 平井平一 明治訂年9月 文1�女 ヌン
妍編支1515政修 三双好太郎 明泊38年4月 岡崎屈 ヌン
対訳清9tta怯 来瓜慶肋 明治38年6月 ー名な ヌン
日漠舒彙 石山橿治 明治38年6月 lt1江父、文）k炊 ンス
E情会話 粕谷元 叩泊蕊6月 文れな ヌン
B痕会砧笠哀 平岩辺知 明治碑711 岡崎只書店 ンヌ
E清会話・lfi日類集 金島苔水 IJJ治38年7)1 松雲竺 ンン
実用B情会話 湯瓜景政 明治38年9月 石塚括9J ヌン
注釈• 8清IA'f.金9t 瓜紹蘭等 明治蕊9月 Bi胄籍学会 ， ン
n清会防入門 酉島且爾 朋泊況年9月 代々＊illi公 ンヌ
清籍文奥 信厄継維 明治38年II月 冑木嵩山岱 ンン
清,�新会話 山崎久太郎（幌洲） 明治39年2月 青木嵩山文 ンン
支那訴之勧 大久保家近 朋泊39年4月 支郭請学会 ンン
清In正規 清1『学は速成1:｝ 明泊39年4月 文求女 ヌン
日万峙文辞林 中昂錦一郎、 杉房之助 明治39年6月 東亜公ii] ンン
日情曾1511閂弁 中島鋪ー“ 明治39年6月 東亜公司 ンン
北店訂話・日清会話拉佳 m斐靖 明治39年7月 弘成仰 ヌン
日葦Ill'-/.詐林 井上攣 明泊39年ID月 東亜公田 ヌン
最祈情9計捻径 西島且爾 明治39年12月 青木嵩山棠 ンヌ
初歩支999E独1ヽ害 仄口新吉 明治38、 初年 広穀社 ヌン
a消英会鯰 谷瓜羊太郎 明治40年6月 実纂之日本社 ンン
支999H動E形吝n用法 仔J/1秀字 明治41年1/l 文求棠 ン，
清I�講義ほ（第1期第1号） 仔Ill秀が 明治41年8/1 東否,,t-会 ヌン
北mg,t.8清illi業会話 足立忠八郎 明治42年2/J 金刺芳流堂 ヌン
支郎1Bの鵡義 冑ll\翫夫 明治43年5月 小林又七支店 ヌン
四民実用情96集・附1'196用法 中西次郎 明柏43年8月 大阪筏号 メン
日清英露四謁合聾 呉大五郎、鄭永邦 明治43年8/J 島1ll太匹郎 メン
大H本実甕学会商科1!!2期謂覆·支茄紺 狐滋的、 林久凸 不9f 大日本実業学会 ンン
〔表1〕明治期におけるn韻尾．n症員尾の中国語仮名表記の実態








屡々餅尼二顧ハル、モノニシテ、 殆ド「ン」二同ジケレド、 唯共舌顕ヲ、 上顎二歴付ス
ルコトナキヲ以テ、 其音ノ樫キヲ異ナレリトスルモノナリ。」
即ち、ng飢尾の表記「グ」は「隅束ノガ行」の一つである。 村上嘉英(1966)は記号「グ」
は「新造の符号カナ」と指摘した。 ところが、 橋本進吉(1949)には「明治以降、 特に登音
を明示する場合にnga ngi ngu nge ngoを力·キ ‘ ク·ヶ ・ コ 、 またはカ ・ キ•ク ・ ヶ・ゴで
示すことがある。」という記述がある。 また、 川本栄 一郎(1990)は硲末から明治にかけて
ガ行-�,I．濁音表記の系譜を湖査している。 川本栄 一郎(1990)を整理すると、 次の〔表2〕の
ようになる。
〔表2) ガ行鼻濁音表記の系護
発 行 年 u 919 名 紺若者名 表記（例）
安政2年～安政3年 r三iIli命助日記」 三iIIi命助 ヵ ・
安政6年～万延2年 r狐中記」 二i|i命助 ヵ ・
明治5年 「単語汀」 文部省 力 ｀
明治6年 r単語篇」 石川県学校 ヵ ・
明治7年 「絵入単語紺J 橘fl'(—郎 ヵ ・
明治7年 r仮名附」it語t'.i」 六明滋板 ヵ ・
明治8年 「小学懸図招」 吉川朝次 ヵ ・
明治23年 r巾等教行・日本文典全J 落合直文ほか ヵ ・
明治30年 「日本文典大綱J 岡倉由三郎 ヵ ・
明治34年 「日本俗甜文典」 金井保三 力 ‘
明治双年 「国語科教授用•発音教授法」 甜抵l1tl雄 ヵ ・
明治35年 「応用言語学＋回講話」 岡倉由三郎 ヵ ・
明治35年 「首語学講話」 保科学一 ヵ ・
明治38年 「音韻閤査報告甚」 国語湖査委n会 力｀
明治39年 「日本口話文典J 鈴木9b幸 ヵ ・
明治42年 「国語学概論」 角田次郎 力言
明治43年 「国語学精義」 保科孝一 ヵ ・
明治45年 「新国定読本適用 ・ 実際口語法」 桃本文好 ヵ ・
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⑤「兵要支那語J （増訂2版）（明治27年8月） 記述は④「兵要支那語」と 一緒である。
⑥「支那語独習普」（明治33年9月） 廣音ハ多ク鼻音ニシテ音尾二著ルシクとノ響ヲ有ス
ルモノ、 即チ東（トヌ） （節者略）等ノ音是ナリ。 窄音トハ、 語尾二消涼ナルこ．ノ響ヲ有
スルモノニシテ、 三（サン） （鉦者略） 等ノ音是ナリ。滴窄二音ハ互二誤リ易シ。注意ス
ペシ。
⑦「支那語学校講義録」（第1号～第7号）（明治34年5月～明治35年2月） 音尾ノ（ン）
と響キ、 ソノ鼻ラ通シテ登スル者ヲ寛音と称ス、 鼻ヲ通ゼズシテ、 ロヲ開ヒテ焚ス）レ者ヲ












リ、 即チ英字母ノ(n)ノ如シ、（民 ミヌ minり（節者略）等ナリ。寛音ハ鼻音二終ル
モノニシテ、我ガ（ン）二同ジク、英字綴リノ(ng)ノ如シ、即チ（名 ミン min、) （箪
者略）等トス。
⑪「北京官話・実用13消会話l （明治37年8月） 窄音即チ我音ノ（ヌ）英字綴リノ(n)
ナリ（民 ミヌ）（面 ミエヌ）ノ如シ。 寛音即チ我音ノ（ン）英字綴リノ(ng)ノ如ク




(16) - 33 -
ハ：吾尾英語ノ(n)ニテ終）炉Eノトー様ニシテ（ヌ）ヲ以テ之ヲ示ス我ガ邦音ニテ語尾ニ





⑮ 「 B華会話茶要J （明治38年7月） 音尾（ン）二終ル者ハ窄音ニシテ鼻音ヲ帯ビザルモ
ノ。音尾（ヌ）二終ル者ハ濶音ニシテ鼻音ヲ帯プ）レ者。
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⑪「日華語学辞林」（明治39年10月） 又音尾ノヌハ窄音ンハ寃音ヲ表ハスモノナリ。
⑫「初歩支那語独修書j （明治38、 39年） 寃音ハ充分二喉ヲ開キ「ん」ノ音ヲ少シモ他二
智カセズ鼻ヲ通ジテ音響太ク登ス可シ。窄音ハ最始「ん」ノ音ヲ焚シ鼻二抜ケザル内、 急
二舌ラ上顎二賞テ「ぬ」卜音尾ヲ消ク結プ可シ。





⑭「清語講義録J （第 1 期第 1 号）（明治41年 8 月） 寃音は音尾の鼻にかゞる音で登音す
ると同時に口を結んで音尾を鼻より洩らすのである。窄音は音尾の鼻にかヽ’ らざる音で登
音と同時に口を少し開くのである。
⑮「北京官話・日消商業会話」（明治42年 2 月） 寛音ハ語尾ヲ鼻音二悛スルモノ即チ「ン」
二終ル登音トス章（チャン）（妍者略）等ナリ。窄音ハ語尾鼻端二響カズ「ヌ」二終ルモ
ノ即チ三（サヌ）（第者略）ノ如シ。
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